
第３学年 社会科（公民的分野）学習指導案 

 

日 時 令和元年１１月２２日（金）５校時 

場 所 ３年教室 

指導者 教科担当教諭 

          

１．単元名     現代の民主政治と社会～政治参加と選挙～ 

 

２．単元の目標 

民主主義を支える選挙の原則と現行の選挙制度について理解した上で、選挙の課題を多角的に考 

察し、主権者の立場で問題点を整理することによって棄権の増加をはじめとした政治への無関心の 

原因を探る。合わせて、自分たちが考える改善策を提案することで積極的に政治参加する方策を考 

え、社会参画への意欲を高める。 

 

３．単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 
資料活用の技能 

社会的事象について

の知識・理解 

・選挙についての学習

を通して明らかにな

った政治的課題に関

心を持ち、自分たちが

できる改善策を話し

合う活動に意欲的に

参加しようとしてい

る。 

・選挙制度とその課題

を多角的に考察する

中で、その改善策を考

え、自分たちができる

ことは何かを判断し、

適切に表現している。 

・図書館活用やインタ

ーネットなどから得

られた具体的な事例

をもとにして選挙の

課題を明らかにし、適

切な改善策を提案し

ている。 

・選挙の原則や選挙制

度についての知識を身

に付ける。 

・選挙制度をはじめと

する民主政治の諸課題

について理解してい

る。 

 

４．単元構成モデル 

【国語科】 

「図書館オリエンテーション」 

・図書館の利用指導 

・情報収集の方法を確認する 

 

→ 
 

 

→ 
 

⇔ 
  

社会科 

【単元】 

「現代の民主政治と社会～政治参加と選挙～」 

【目標】 

民主主義を支える選挙の原則と制度について理解

した上で、選挙の課題を特に制度の面から多角的

に考察し、主権者の一員として積極的に政治参加

する方策を考え、社会参画への意欲を高める。 

【必要なスキル】 

国語科と課題を共有した活動 

・新聞やインターネットなどの諸資料を利用する 

・諸資料から情報を探し出す 

・収集した情報を取捨選択し、考えをまとめたも 

のを、他者に説明する 

 

【技術科】 

「コンピュータと 

情報通信ネットワーク」 

・情報を安全に利用する 

 

【国語科】 

「話し合って 

提案をまとめよう」 

社会科と課題を共有した活動 

・社会生活の中の課題について

情報収集し、グループで合意

形成しながら、提案をまとめ

る 

 



５．単元設定の理由 

（１）単元について 

民主主義と平和主義は現代社会の根幹を支える基本理念であり、それについて正しく理解し 

考えることは、中学校の社会科学習の総決算の一つであると考える。本単元は、民主政治を推 

進していくための選挙をはじめとする国民の政治参加と、選挙結果や政権運営などに多大な影 

響を与えるマスメディアを通して形成される世論の形成、政党の役割や政党政治の意味などに 

ついて考え、適切に表現できる技能を養うことを目的としている。そうした中で、現代社会の 

大きな課題の一つでもある「棄権の増加（投票率の低下）」に代表されるような、特に若い世代 

が政治に対して無関心になっている原因を多面的・多角的に探りながら、前向きに政治に参画 

していく方策を探ることで、生徒の政治に対する関心を高め、積極的に政治に関わろうとする 

意欲を育成することは、主権者教育を推進していく上で非常に重要で意義深いことと考える。 

     前時までに、①「『１票の格差』や『合区制』などの選挙制度（から生じる問題）」 ②「『マ

スメディア』による報道（の問題）」 ③「『被選挙権』をはじめとする選挙への立候補の現状と

課題（為政者の問題）」 ④「（特に）若い世代による『政治参加』の方法」の四つを、議会制民

主主義や選挙の原則、現行の選挙制度などの学習を通して考えられる政治に対する関心が低下

する理由と仮定した。さらに、それらの政治的課題の実態を図書館の本や新聞、インターネッ

トなどから情報収集し、その改善点を考えまとめた後、小グループで意見交換しながらスロー

ガンを作成することで、政治に対する関心を高め、問題に対する理解を深めていった。 

     本時では、四つの政治的課題について「こうすれば投票率も上がり、（特に若い世代の）政   

治に対する関心が高まる」というテーマで、①～④の問題それぞれについて小グループから出   

された質問に対する回答と合わせて調べ学習の成果を発表した後、再度小グループに分かれて、  

若い世代が積極的に政治参加していくためのスローガンを作成し、政治に対する関心を高める 

とともに自分たちの考えをわかりやすく表現し、発信する力を養うことを目的としている。 

 

（２）生徒について （略） 

 

（３）指導にあたって 

生徒の実態から、生徒が難しいと考えがちな政治についての学習を身近なものに実感できる 

よう、司書教諭や学校司書と連携し、新聞やインターネットなどからリアルタイムで得られる 

資料も学習に取り入れながら、生徒の問題に対する関心・意欲を高めていくようにしたい。ま 

た、図書館の中から問題解決につながる資料を探し出すことは、思考力・判断力・表現力を養 

うためにも、本が有効な手段となることに気付くためにも効果的であると考える。 

同時に、生徒が調べた情報を整理し、考えを深めるために、本単元では、数種類の思考ツー 

ルを適切に取り入れていきたいと考えている。 

 今回は国語科の「話し合って提案をまとめよう」という単元の学習と関係づけ、調べ学習か 

ら提案する過程を国語科で行い、引き続き、それを元に若者の政治参加への方法について考え、 

提案する学習を社会科で行う計画を立てた。教科を横断して学びを連続させることで、効果的・ 

効率的な展開を可能にするとともに、それぞれの教科担当者の強みを活かした指導が可能にな 

ると考える。 

     本時では、選挙権が拡大し人権に対する意識が高まっていく歴史や、選挙制度の変遷過程な    

どについて考えてきたこれまでの学習も踏まえながら、投票率の低下などが示す政治に対する 

関心の低下が、民主主義の存続、発展にとって歴史的にも大きな問題であることをまず認識さ 

せたい。その上で、自分たちが挙げた政治的な課題を自分たちでどう改善していくことができ 

るか、前向きな方策を提案することで、政治参加することの喜びや楽しさを実感できるように 

指導を展開していきたい。合わせて、主権者としての自覚を高めるために、小グループでの話 

し合い活動を通して、中学生年代で、特に若い世代の積極的な政治参加を促すためのスローガ 



ンを作成し、情報発信することは、生徒のみならず、より多くの人が政治に対する関心を高め 

ていくために有効な手立てであると考えている。 

 

６．単元計画と評価計画 

単
元
を
貫
く
問
い 

 

「
政
治
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
特
に
若
い
世
代
が
積
極
的
に
政
治
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
？
」 

  

か
？ 

か
？
か
？ 

次 
時 

間 
ねらい・学習活動 等 

評価の観点 主な評価規準 

（評価方法） 関 思 技 知 

第
一
次
（
関
心
を
高
め
る
） 

２

時

間 

（社会科①②） 

日本の選挙制度について考える。 

（１）「選挙の４原則」から、主権者の立 

場で選挙制度の課題について考える。 

（２）「選挙制度」の変遷を確認する中で、

制度の問題点を探る。 

（３）（１）（２）で出てきた課題や問題点

を班で意見交換し「選挙の課題」とし

てまとめる。 

〇   〇 選挙の原則と選挙制

度を正しく理解する

ことができる。 

（発言・ワークシー

ト記述・テスト） 

選挙の課題や選挙制

度の問題点について

積極的に考え発表す

ることができる。 

（発言内容・ワーク

シート記述） 

第
二
次
（
発
表
す
る
） 

１

時

間 

（社会科③） 

前時でまとめた課題や問題点を班ごとに

クラス全体に発表する。 

（１）類似する意見を整理し、「選挙の課

題」について、「棄権の増加(＝投票

率の低下)」を頭とした「思考ツール

(クラゲチャート)」にまとめる。 

（例）〇 投票率の低下 

         ↑ 

・若者の無関心 

・（選挙以外の）政治参加の方法 

・選挙制度の改善（「一票の格差」

の問題等） 

・立候補者の減少 

・マスコミの報道 

（２）（１）で挙がった「選挙の課題」に

ついて、その「現状と対策」につい

て調べる分担を決める（班の４人

が、一人一つずつ調べる）。 

〇 〇   選挙制度の問題点が

棄権の増加や若い世

代の政治に対する無

関心の原因になって

いないか、筋道を立

てて考えることがで

きる。 

（思考ツール記述・

発言内容） 

 

調査する具体的な課

題について、自分の

関心をもとに意欲的

な態度で決めること

ができる。 

（行動観察） 

（
第
三
次
（
調
べ
る
）） 

（
２
時
間
） 

（国語科①②）図書館活用 

〇 「話し合って提案をまとめよう」 

同じテーマについて調べるメンバー（７

人）で、各テーマの「現状」について資料

をもとに調べ「問題点」と「改善点」をま

とめる（思考ツール「フィッシュボーンチ

ャート」を活用）。 

－ － － －  

単  元  （第３章）「現代の民主政治と社会」２．政治参加と選挙 



第
四
次
（
意
見
交
換
す
る
） 

１

時

間 

（社会科④） 

第三次で調べてまとめたことについて、特

に「改善策」を各班に持ち帰り、発表する。 

（例）◎「若者の政治参加」は、こうすれ

ば増える。 

   〇政治参加にはこんな方法がある。 

      〇選挙制度を改めれば投票率が上

がる。 

   〇立候補者を増やす方法。 

〇マスメディアの関わり方。 

   ↓ 

質問を受け付ける（「思考ツール」

（ＰＭＩ）を活用）。 

〇 〇   調査したテーマにつ

いて、分かりやすく

まとめ、発表するこ

とができる。 

（発言内容・行動観

察） 

それぞれの発表につ

いて前向きな態度で

聞き、積極的に質問

することができる。 

（思考ツール記述・

発言内容） 

第
五
次
（
提
言
す
る
） 

２
時
間
（
本
時
２
／
２
） 

（社会科⑤）図書館活用 

新聞や本などの資料をもとにして調べた

現状、その問題点及び改善策と各班から出

された質問に対する回答をまとめ、最後に

諸課題の解決と積極的な政治参加に向か

う決意をスローガンに表す。 

 

（社会科⑥）本時 

（１） 社会科⑤でまとめたことをクラス 

全体に発表する。 

（２）発表された提言とスローガンを「思

考ツール（スクエアチャート）」にま

とめ、よいと思ったスローガンを参考

にして、自分が考えたスローガンを修

正する。 

（３）四つの提言とそれをもとに作成した

各自のスローガンを４人班で出し合

い、最も良いと考えるスローガンとそ

れに込められた願いをまとめる。 

（４）ホワイトボードに、話し合いの内容

をまとめて、全体に発表する。 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇  資料をもとに、全体

への提言を分かりや

すくまとめた上で、

スローガン作成に対

して積極的に関わる

ことができる。 

（行動観察） 

メモをもとに適切な

質問や建設的な意見

を発表することがで

きる。 

（思考ツール・振り

返りシート記述・発

言内容） 

スローガン作成等を 

通して民主政治につ 

いて考え、課題に対 

し自分の意見を表現 

することができる。 

（思考ツール・振り

返りシート記述） 

第
六
次
（
ま
と
め
る
） 

１

時

間 

（社会科⑦） 

（１） スローガンを完成させて、それに 

込められた願いと合わせて画用紙

に清書し、発信する。 

（２） 民主主義の諸課題について個人で

まとめ理解する。 

   〇 選挙の原則と選挙制

度及びそこから生ず

る諸課題を整理し、

理解を深めることが

できる。 

（ワークシート記

述・テスト） 

 

 

 

 



７．本時の学習（６／７時間） 

（１）本時のねらい 

○ 選挙をはじめとする政治に関する諸課題について関心を深め、意欲的に話し合い活動に参加

することができる。               【社会的事象への関心・意欲・態度】 

○ 調べた情報や話し合いをもとにした政治の諸課題とそれに対する改善策の提言、政治参加へ

の意欲を込めたスローガンの作成を通して、民主政治について考察し、自分の意見を表現す

ることができる。                【社会的な思考・判断・表現】 

 

（２）本時の展開 

時 

間 
学習活動 教師の支援 ☆評価   〇教材 

導
入
（
５
分
） 

〇前時までの学習を振り返り、

本時の「めあて」を提示する。 

 

本時のめあて 

 

 

 

選挙の課題である投票率の低下

（棄権の増加）について、その原因

として考えられることを提示す

る。 

〇「クラゲチャート」

で、原因として挙げら

れたことを示す。 

展
開
（
20
分
） 

〇①から④のテーマについて、各

グループの提言を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・改善策を提言する際に、第四次

で各班に持ち帰って発表した際

に出された質問に対する回答も

合わせてするように促す。 

・提言に対しての質問も改めて受

け付けさせる。 

・政治参加の意欲を高めるために

作成したスローガンをそれに込

めた思いと合わせて発表させ

る。 

・提言にあたって自分たちが参考

にした本や新聞、インターネッ

トから取り出した資料なども発

表させる。 

 

・各提言の最後に自分たちの思い

を『スローガン』で示させる。 

〇①～④のそれぞれの

発表について、マグ

ネットシートで発表

のテーマを提示す

る。 

〇発表のときに、キー

ワードを提示させ

る。 

○提言の内容をメモす

るスクエアチャート

を準備する。 

 

☆選挙をはじめとする

政治に関する諸課題

について関心を深

め、意欲的に話し合

い活動に参加するこ

とができる。  

【関心・意欲・態度】 

「若い世代が積極的に政治参加し、世の中をよりよく変えていくためのスロー

ガンを考えることができる。」 

①「なぜ若い世代が政治に無

関心になるのか、『選挙制

度』や『一票の格差』の問

題などを改善する」ことで

関心が高まらないか提言す

る。 

②「『世論』に対して大きな

影響を与える『マスメディ

ア』の報道のあり方につい

ての改善策」を提言する。 

③「（選挙以外の）若い世代

の『政治参加』」につい

て、実例を参考にしながら 

よりよい方策を提言する。 

④「『政治家』自身の問題に

ついて、若い世代が積極的

に立候補できるようにな

る」ための手立てなどを提

言する。 

 

 



時
間 

学習活動 教師の支援 ☆評価   〇教材 

ま
と
め
（
20
分
） 

〇 提言をもとに、４人班で各自

の考えを発表し、班として一

番良いと思うスローガンを選

ぶ。 

〇 続けて、各班で若い世代が積

極的に政治参加できるように

なるためのスローガンを作成

し、選んだ理由と合わせて発

表できるように準備する。 

〇 ホワイトボードに一番良かっ

たと考えるスローガンを書

き、選択した理由を発表する。 

〇 はじめに四つの提言をまとめ

た「スクエアチャート」をもと

に、どのスローガンがよかった

か各自で考えさせる。 

〇 自分が考えたスローガンに、他

のスローガンのよい点を加え

て、自分の思いがよりよく伝わ

るようスローガンを修正させ

る。 

〇スクエアチャート 

☆調べた情報や話し合

いをもとにした政治

の諸課題とそれに対

する改善策の提言、

政治参加への意欲を

込めたスローガンの

作成を通して、民主

政治について考察

し、自分の意見を表

現することができ

る。 

【思考・判断・表現】 

振
り
返
り
（
５
分
） 

本時の振り返りをする。 〇「振り返りシート」に今日のめあ

てが達成されたか記録する。 

〇振り返りシート 

（３）本時の評価 

 

８．授業研究の視点 

〇図書館で調べたり話し合ったりしてきたことは、本時のねらいを達成する上で効果的であったか。 

〇積極的に政治に参加しようとする思いが伝わるようなスローガンの作成ができているか。 

 

 

 

評 価 の

観点 

十分満足できると判断さ

れる生徒の具体例 

おおむね満足できると判断

される生徒の具体例 

支援を必要とする生徒への指

導の手立て 

社 会 的

事 象 へ

の関心・

意欲・態

度 

 選挙をはじめとする政

治に関する諸課題の解決

に向けて、積極的に質問

し、スローガン作成に向け

て建設的な意見を出すこ

とができる。 

話し合い活動への参加を通

して、選挙をはじめとする政

治に関する諸課題について関

心を持ち、前向きな態度でス

ローガンを作成することがで

きる。 

政治に関する諸課題につい

て、自分の生活と関連させな

がら考えを持つことで、関心

が高まるように助言する。 

社 会 的

な思考・

判断・表

現 

選挙制度や世論、マスメ

ディアなど、さまざまな視

点を関連づけて考察し、改

善策やスローガンにまと

めることで、民主政治につ

いて考えを深めている。 

選挙制度や世論、マスメデ

ィアなどの視点から考察し、

改善策やスローガンにまとめ

ることで、現代社会における

民主政治の諸課題について自

分なりの考えをもっている。 

これまでの授業で考えたこ

とや、発表の要点のメモをも

とに、現代社会の民主政治に

対して自分なりの考えがもて

るように助言する。 



「若者の政治参加」 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

☆「４つのテーマ」について、各グループ（４人または３人）で … 

 

①「現状」と「問題点」を別紙に箇条書きでまとめる。（国語Ⅰ） 

 

② ①でまとめたことに対する「対策」を「こうすれば政治に関する関心も高まり、若者の政 

治参加も増える」という表現でまとめる。（国語Ⅱ） 

 

③ まとめたことを、（元の）４人班に持ち帰り発表し、質問や意見を受け付ける。（社会科Ⅰ） 

 

④ ③で出された質問や意見をもとに、「わたし（たち）の世直し論」というテーマで、４００ 

字程度の原稿にまとめ、発表の準備をする。（社会科Ⅱ） 

 

⑤ ④でまとめた原稿を発表する。（本番Ⅰ-ⅰ） 

 

⑥ 発表をもとに、各自で若い世代が積極的に政治に参加するための「スローガン」を作成し、 

４人班で理由とともにまとめる。（本番Ⅰ-ⅱ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若い世代（中学生）からみた「政治の課題」 

～だから「棄権」が増える！！（投票率が下がる）～ 

 

選挙制度の改善 

 

マスメディアの関わり方 

 

若者の政治参加 

 

政治家が変わること 



スクエアチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 



振 り 返 り シ ー ト（  ）月（  ）日（  ）曜（  ）校時 

3年（  ）組（  ）番 氏名 （                   ） 

 

☆ 話し合い活動を通して、現代の民主政治の課題について前向きに考え、世の中をよりよく変え

ていくためのスローガン作りにつなげることができましたか。 

①  提言を聞きながら、現代の民主政治の課題 

について前向きに考えることができた。 

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

（          ） 

②  自分の思いをスローガンに込めようとする 

ことができた。 

Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

（          ） 

  

（感想～一言コメント～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選挙制度や世論、マスメディアなどのもつ課題から考察した改善策をスローガンにまとめることで、民 

主政治とその課題に対しての考えを深めることができる。【思考・判断・表現】 

 

メモを取りながら提言の内容を把握し、問題に対する関心を高めながら、適切な質問や建設的な意見を 

発表することができる。【関心・意欲・態度】 

 



９．研究協議の概要 

 

参加者 校内 １７名、校外 １８名 計 ３５名 

授業及び

研究協議

の概要 

選挙制度を題材とした調べ学習と、それを根拠として意見を述べるプレゼンテーシ

ョンについて、社会科と国語科との教科横断的な取組として、授業を行った。学校司

書が莫大な量の新聞を揃え、記事を探しやすいように付箋を付けるなどのきめ細か

な準備を整えた。思考ツールを用いて、考えをまとめたり可視化したりして、選挙とい

う難しい題材に、生徒が取り組みやすい工夫がなされていた。 

 


